
日本に来てあっという間に5年間が経ちました。私は日本で、自分のルーツの一
部を見つけることができたと感じています。私はこの短い間に（札幌から沖縄まで）
日本の色々な素敵な所に行くことができてとってもラッキーだと思います。
でも一番鮮やかに残っている思い出は、やはり苅田町に来た経験です。合唱コン

クールの苅田中学校の生徒の素敵な声は今も聞こえるようですし、体育祭のため新
津中学校の生徒が一所懸命に練習する姿も目に浮かびます。役場で行われる山笠の
ドンという音、浴衣での盆踊り、太鼓の練習、生徒の笑顔。。。ここでの思い出は限
りがありません。
そして、一番心に残る思い出はやはり苅田町の人々の優しさです。初めて苅田町

に来た時には自分のセカンドホームになるとは思いませんでした。でも、一日目か
らすぐ皆さんの優しさを感じました。海外で住む経験は初めてで、最初は不安ばか
りだったのですが、皆さんが私を受け入れて下さって、皆さんの地域の一員になれ
たという気持ちを何度も感じました。歓迎をしていただいた苅田町を去るのは寂し
いのですが、皆さんの優しさをこれからもけっして忘れません。４月に帰国し今年
の夏にはコスタリカで少しスペイン語を勉強するつもりです。それ以降はまだ考え
中です。でもとりあえず前向きに考えて、自分の道を信じて、どんなことがあって
も頑張ります。長い間本当にお世話になりました。 Sharon Hiroko Tatro

ALTALT（（※※））として苅田町に来られたシャロンさんがとして苅田町に来られたシャロンさんが、、

この４月で帰国されますこの４月で帰国されます。。 ※
Ａ
Ｌ
Ｔ
＝
外
国
語
指
導
助
手
。
町
内
の
学
校
で
英
語
な
ど
を
教
え
ま
す
。

平成19年度一般会計予算の概要・・・・・・2～3ページ
手づくりのまちづくり・・・・・・・・・・・4～5ページ
機構改革と人事異動・・・・・・・・・・・・・・6ページ
能登半島地震災害義援金の受付について・・・・・7ページ

第17回図書館まつり参加者募集・・・・・・・・13ページ
障害者自立支援法　特別対策が実施されます・・ 15ページ
「学生納付特例」の申請を忘れずに・・・・・・ 18ページ
標準小作料が改定されました・・・・・・・・・18ページ
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議
会
費
　
　
１
億
６
７
９
３
万
円

町
議
会
議
員
の
給
料
や
議
会
運
営
に
係
る

お
金
で
す
。

総
務
費

１
９
億
５
２
６
０
万
円

町
職
員
の
給
料
や
庁
舎
な
ど
の
維
持
管

理
、
税
金
の
徴
収
、
選
挙
、
空
港
や
高
速
道

路
対
策
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
空

港
関
連
の
経
費
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

２
億
円
増
の
約
２
億
９
千
万
円
で
す
。
利
用

促
進
費
の
増
額
や
㈱
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
へ

の
出
資
金
（
１
億
円
）
な
ど
が
主
な
要
因
で

す
。
ま
た
、
庁
舎
の
改
築
整
備
や
フ
ロ
ア
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
設
置
な
ど
に
約
１
億
円
を
使

う
予
定
で
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

役
場
庁
舎
改
修
工
事
　
９
８
０
０
万
円

サ
イ
ン
設
置
工
事
　
１
０
０
０
万
円

防
犯
灯
設
置
補
助
金
　
２
５
０
万
円

新
北
九
州
空
港
関
連
　
２
億
９
３
７
７
万
円

手
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金

７
０
０
万
円

国
際
交
流
事
業
負
担
金
　
８
３
万
円

民
生
費

３
１
億
６
６
６
８
万
円
　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
障
害
者
な
ど
に
対

す
る
福
祉
事
業
や
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
る

お
金
で
す
。
本
年
度
は
、
社
会
福
祉
費
に
約

20
億
４
千
万
円
、
児
童
福
祉
費
に
約
11
億
円

が
充
て
ら
れ
ま
す
。「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
町
道
や
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
費

の
う
ち
、
介
護
保
険
（
特
別
会
計
）
に
約
３

億
円
、
国
民
健
康
保
険
（
特
別
会
計
）
に
約

２
億
５
千
万
円
、
老
人
医
療
（
老
人
保
健
特

別
会
計
）
に
約
３
億
２
千
万
円
を
繰
り
出
し

ま
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

文
化
会
館
改
修
　
１
０
０
４
万
円

体
育
館
ア
プ
ロ
ー
チ
改
修
　
７
９
５
万
円

町
道
歩
道
整
備
　
９
２
３
８
万
円

図
書
館
改
修
工
事
　
９
１
０
万
円

少
子
化
対
策
保
育
料
補
助
金
　
９
０
０
万
円

衛
生
費

１
４
億
７
２
１
７
万
円
　

「
ご
み
」
や
「
し
尿
処
理
」
に
使
わ
れ
る

お
金
（
清
掃
費
）
と
、
健
康
診
断
な
ど
町
民

の
健
康
対
策
に
使
わ
れ
る
お
金
（
保
健
衛
生

費
）
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
清
掃
費
が

約
10
億
５
千
万
円
で
、
老
朽
化
が
進
む
火
葬

場
の
改
修
を
検
討
し
ま
す
。
保
健
衛
生
費
は

約
３
億
２
千
万
円
で
、
町
民
健
康
診
断
や
が

ん
検
診
な
ど
に
使
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
水
道
事
業
の
経
営
安
定
化
の
助
成
も
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

女
性
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
含
）

４
３
５
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

２
７
３
７
万
円

不
法
投
棄
監
視
シ
ス
テ
ム
追
加

２
４
３
万
円

火
葬
炉
実
施
設
計
　
１
０
０
０
万
円

ご
み
処
理
委
託
料
　
４
億
８
９
６
６
万
円

水
道
事
業
経
営
安
定
化
補
助
金

５
０
０
０
万
円

農
林
水
産
業
費

４
億
１
１
７
１
万
円
　

農
道
や
林
道
、
た
め
池
な
ど
の
整
備
改
修
、

安
 全
 安
 心
 の
 ま
 ち
 づ
 く
 り
 の
 た
 め
 に
 防
 災
 無
 線
 整
 備
 

福
 祉
 の
 ま
 ち
 づ
 く
 り
 や
 少
 人
 数
 学
 級
 ・
 専
 科
 指
 導
 教
 育
 の
 継
 続
 

平成19年度 

一般会計予算の概要 

町
の
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
総
額
は
１
３
３
億
１
２
２
１
万
円
で
、
対
前

年
度
比
３
・
８
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
町
税
が
対
前
年
度
比
５
・
１
％
増
の
７
７
億
２
２
９
１
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
町
税
を
含
む
自
主
財
源
は
全
体
の
73
・
１
％
で
昨
年
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
計
し
た
義
務
的
経
費
は
５
１
億
２
１

９
９
万
円
で
、
全
体
の
38
・
５
％
を
占
め
、
対
前
年
度
比
５
・
９
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
普
通
建
設
事
業
費
は
２
８
億
７
１
４
９
万
円
で
、
全
体
の
21
・
６
％
、
対
前
年
度
比
20
・

１
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
町
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
分
野
別
に
本
年
度
の
主
な
使
い
み
ち
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

※
本
文
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。
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農
業
・
漁
業
振
興
に
関
す
る
お
金
で
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

白
石
保
安
林
保
護
　
１
７
９
万
円

売
れ
る
米
麦
大
豆
づ
く
り
対
策

１
０
８
０
万
円

山
入
林
道
整
備
　
２
７
２
８
万
円

商
工
費

２
億
３
８
０
６
万
円
　

商
業
や
工
業
を
振
興
す
る
た
め
の
お
金
で

す
。
本
年
度
は
、
苅
田
町
の
観
光
振
興
や
井

場
川
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

観
光
振
興
計
画
策
定
　
８
０
０
万
円

松
山
城
跡
駐
車
場
整
備
　
２
４
７
万
円

井
場
川
埋
立
工
事
　
９
０
０
０
万
円

総務費 

14.7％ 

民生費 

23.8％ 

衛生費 

11.1％ 

農林水産業費　3.1％ 商工費　1.8％ 

土木費 

19.3％ 

消防費 

4.0％ 

教育費 

11.8％ 

公債費 

8.9％ 

議会費　1.3％ その他　0.2％ 

平 成 1 9 年度一般会計歳出の内訳 

土
木
費

２
５
億
６
１
６
５
万
円
　

道
路
や
公
園
、
河
川
な
ど
の
新
設
・
改
良
、

維
持
補
修
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
本
年
度

は
、
苅
田
駅
周
辺
整
備
に
約
６
億
２
千
万
円
、

長
畑
・
松
山
線
改
良
事
業
に
約
２
億
９
千
万

円
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道

整
備
（
特
別
会
計
）
の
た
め
に
約
３
億
９
千

万
円
を
繰
り
出
し
ま
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

苅
田
駅
周
辺
整
備
　
６
億
２
３
４
８
万
円

県
道
須
磨
園
線
整
備
負
担
金

３
３
０
０
万
円

道
路
新
設
改
良
工
事
　
３
億
５
１
５
４
万
円

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
　
３
３
０
０
万
円

県
営
臨
海
工
業
線
整
備
負
担
金

１
億
０
２
９
１
万
円

長
畑
・
松
山
線
改
良
　
２
億
９
１
０
８
万
円

公
園
整
備
　
５
０
０
０
万
円

消
防
費

５
億
３
７
３
０
万
円
　

火
災
の
消
火
や
、
病
気
や
け
が
人
の
救
急

搬
送
業
務
を
行
う
た
め
と
、
防
災
事
業
に
使

わ
れ
る
お
金
で
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

防
災
無
線
整
備
　

１
億
７
０
０
０
万
円

※
防
災
無
線
は
平
成
19
年
度
、
20
年
度
の
２

か
年
で
整
備
す
る
予
定
で
す
。

教
育
費

１
５
億
７
４
３
８
万
円

小
・
中
学
校
、
中
央
公
民
館
、
図
書
館
、

体
育
館
な
ど
の
運
営
や
生
涯
学
習
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金
で
す
。
本
年
度
は
、
小
学
校
の

少
人
数
学
級
、
専
科
指
導
な
ど
の
小
学
校
費

が
約
３
億
９
千
万
円
、
中
学
校
費
が
約
１
億

７
千
万
円
、
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
社
会

教
育
費
が
約
５
億
２
千
万
円
で
す
。
ま
た
、

学
校
給
食
事
業
（
特
別
会
計
）
に
約
１
億
２

千
万
円
繰
り
出
し
ま
す
。

●
主
な
使
い
み
ち

少
子
化
対
策
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

５
０
０
万
円

少
人
数
教
育
費
　
９
３
８
０
万
円

専
科
指
導
員
　
１
７
２
２
万
円

白
川
小
校
舎
設
計
　
１
６
０
０
万
円

里
山
体
験
学
習
施
設
設
計
　
６
７
８
万
円

町
民
プ
ー
ル
建
設
費(

用
地)

１
億
０
０
２
３
万
円

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
館
増

設
　
３
０
０
０
万
円

公
債
費
１
１
億
８
２
８
３
万
円
　

町
が
借
り
て
い
る
お
金
を
返
済
す
る
た
め

の
お
金
で
す
。

●
苅
田
町
国
民
健
康
保
険

３
３
億
７
８
０
９
万
円

●
苅
田
町
老
人
保
健

３
６
億
１
７
０
４
万
円

●
苅
田
町
介
護
保
険

１
６
億
４
８
９
２
万
円

●
苅
田
町
土
地
区
画
整
理
事
業

３
４
７
４
万
円

●
奨
学
資
金
貸
付
金

１
９
５
１
万
円

●
学
校
給
食
事
業

２
億
５
６
４
７
万
円

●
住
宅
新
築
資
金
等

２
０
８
８
万
円

●
霊
園
事
業

９
７
８
万
円

●
苅
田
臨
空
産
業
団
地
開
発
事
業

３
億
２
０
２
０
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業

８
７
２
８
万
円

特
別
会
計
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苅
田
町
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
住
民
団
体
な
ど

に
よ
る
多
様
な
地
域
活
動
を
支
援

し
、
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
年

度
も
「
手
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

（
１
）
町
民
グ
ル
ー
プ

構
成
員
が
３
人
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
構
成
員
の
２
分
の
１
以

上
が
年
齢
18
歳
以
上
の
本
町
の
町

民(

町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
者

並
び
に
町
内
の
大
学
等
に
通
学
す

る
学
生
を
含
む
。)

で
あ
る
団
体

（
２
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
10

年
法
律
第
７
号)

第
２
条
第
２
項
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
う
ち
、

町
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体

（
３
）
研
究
機
関

大
学
等
に
所
属
す
る
調
査
及
び
研

究
を
行
う
３
人
以
上
で
組
織
さ
れ

た
団
体

補
助
対
象
事
業

（
１
）
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事

業（２
）
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関

す
る
事
業

（
３
）
生
き
が
い
づ
く
り
に
関
す

る
事
業

（
４
）
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事

業（５
）
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す

る
事
業

（
６
）
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
事
業

（
７
）
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
に
関
す
る
事
業

（
８
）
児
童
・
生
徒
の
通
学
の
安

全
確
保
に
関
す
る
事
業

（
９
）
防
災
に
関
す
る
事
業

（
10
）
学
術
文
化
の
振
興
に
関
す

る
事
業

（
11
）
祭
り
・
伝
統
芸
能
の
振
興

に
関
す
る
事
業

（
12
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す

る
事
業

（
13
）
国
際
交
流
の
推
進
に
関
す

る
事
業

（
14
）
生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す

る
事
業

（
15
）
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事

業（16
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
に
関
す
る
事
業

（
17
）
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業

（
18
）
そ
の
他
町
長
が
特
に
認
め

た
事
業

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
業

を
除
き
ま
す
。

（
１
）
宗
教
的
な
活
動
又
は
政
治

的
活
動
を
目
的
と
す
る
事
業

（
２
）
専
ら
直
接
的
な
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業

（
３
）
申
請
し
よ
う
と
す
る
事
業

に
つ
い
て
他
の
補
助
金
の
交
付
決

定
若
し
く
は
交
付
を
受
け
、
又
は

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
事
業

（
４
）
そ
の
他
補
助
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業

補
助
対
象
と
な
る
経
費
　

報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役

務
費
、
委
託
料
、
使
用
料
及
び
賃

借
料
、
原
材
料
費
、
そ
の
他
特
に

町
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

補
助
率
及
び
補
助
金
の
限
度
額

前
記
に
掲
げ
る
経
費
の
合
計
額

の
５
分
の
４
以
内
と
し
、
50
万
円

を
限
度
と
す
る
。

事
業
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

申
請
方
法

交
付
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は

苅
田
町
役
場
４
階
　
総
合
政
策
課

ま
で
申
請
用
紙
を
取
り
に
来
て
下

さ
い
。

申
請
用
紙
配
布
期
間
及
び
申

込
期
間

４
月
23
日（
月
）
〜
５
月
11
日（
金
）

補
助
額
の
決
定

後
日
開
催
し
ま
す
審
査
委
員
会

で
審
査
を
し
、
補
助
額
を
決
定
し

ま
す
。
結
果
は
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
審
査
委
員
会
に
は
、
代
表
者
の

方
若
し
く
は
事
業
に
つ
い
て
説
明

で
き
る
方
が
必
ず
出
席
し
て
下
さ

い
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
係

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９

申
請
さ
れ
た
事
業
計
画
を
審
査

し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

★
募
集
人
員
　
６
名

★
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

か
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

で
満
18
歳
以
上
の
方

★
委
員
の
任
期
　
２
年

★
報
酬
　
あ
り
ま
せ
ん

★
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
職
業
・
勤
務
先

を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
下

さ
い
。

★
選
考
方
法
　
応
募
多
数
の
場
合

は
、
年
齢
、
男
女
比
な
ど
の
要
件

に
よ
り
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

★
募
集
締
切
　
５
月
１
日
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場

総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
係
　

〒
８
０
０
・
０
３
９
２

苅
田
町
富
久
町
一
丁
目
19
番
地
１

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９
　

FAX
０
９
３
・
４
３
６
・
３
０
１
４

Ｅ
メ
ー
ル

s
o
g
o
s
e
is
a
ku
@
to
w
n
.ka
n
d
a

.lg
.jp

平
成
19
年
度
　
補
助
団
体
募
集

審
査
委
員
会
　
委
員
募
集

苅
田
町
　
手
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
　



⑤ 19.4.10

平成18年度　

手づくりのまちづくり事業補助金交付団体一覧表

団　体　名 補助事業の内容

チームカンダ 学術文化の振興

特定非営利活動法人夢ニティー・ハート 保健福祉の推進

特定非営利活動法人「ぬくもり苅田」 一人暮らし高齢者の見守り

ハーモニーハート 生きがいづくり

ペンギンの会 保健福祉の推進

ザクズカワ 環境の保全

赤幡流南原神楽 祭り・伝統芸能の振興

ＫＡＮＤＡ天神かぐら同好会 祭り・伝統芸能の振興

城南環境保全会 環境の保全

松山城跡を守る会 環境の保全

苅田山笠青年会 祭り・伝統芸能の振興

苅田商工会議所青年部 産業の振興

「第２回エコデンレースｉｎ苅田」大会実行委員会 学術文化の振興

苅小クラブ スポーツの振興

南原健心館 スポーツの振興

白川子どもクラブ 青少年の健全育成

苅田与原ＲＣ スポーツの振興

はっちゃれキッズ 青少年の健全育成

かんだ女性フォーラム まちづくりの人材育成

行橋みやこ子ども劇場　苅田ブロック 子育て支援

苅田山笠振興会連絡協議会 祭り・伝統芸能の振興

図書ボランティアサークル　はらぺこあおむし 子育て支援

親子くらぶ野いちご 子育て支援

ＮＰＯ法人　ＮＩＴカウントボードＳＢＯ会 学術文化の振興

日頃よりソフトボールに興味をお持ちの方、私た
ちと仲間になりグラウンドで、のびのびと、ゲーム
を楽しんでみませんか？

★実施日時　6月3日（日）
午前8時30分～　受付
午前9時～　　　 講習会

※審判員及び記録員の認定については、学科と実技
の講習のみで、筆記試験はありません。
★場所　豊津町公民館（みやこ町）
★申込締切　5月10日（木）
★申込・問い合わせ先
古田孝司　　TEL0930・22・5698
今村和久　　TEL093・434・2093

ソフトボール公認審判員、指導者、記録員認定講習会開催のご案内



19.4.10 ⑥

▼
消
防
本
部
消
防
長(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
長)

北

原
正
一
▼
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長(

生
涯
学
習

課
長)

森
本
建
治
▼
総
務
部
参
事(

民
生
部
環
境
保
全

課
長)

行
事
道
雄
▼
総
務
部
秘
書
課
長(

総
務
部
総
務

課
課
長
補
佐)

磯
�
一
清
▼
総
務
部
総
合
政
策
課
長

(

民
生
部
健
康
福
祉
課
長)

白
石
正
弘
▼
総
務
部
税
務

課
長(

議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長)

金
丸
典
光
▼

総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
長(

総
務
部
人
権
推

進
課
長)

神
田
俊
彦
▼
民
生
部
健
康
福
祉
課
長(

民
生

部
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐)

迫
田
正
文
▼
民
生
部
環

境
保
全
課
長(

民
生
部
環
境
保
全
課
課
長
補
佐
兼
清

掃
事
務
所
長)

増
田
和
政
▼
生
涯
学
習
課
長(
生
涯
学

習
課
課
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館
長)

水
口
喜
和
男
▼

総
務
部
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
兼
総
合
政
策
係
長

(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り

係
長
兼
総
合
政
策
係
長)

川
上
哲
生
▼
総
務
部
総
合

政
策
課
情
報
政
策
室
課
長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長

(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
情
報
政
策
室
情
報
政
策
係

長)

伊
塚
彰
彦
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
課

長
補
佐(

総
務
部
人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進

室
課
長
補
佐)

田
中
直
▼
民
生
部
住
民
課
課
長
補
佐

兼
住
民
・
年
金
係
長(

民
生
部
健
康
福
祉
課
課
長
補

佐
兼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
づ
く
り

係
長)

高
辻
潤
一
▼
民
生
部
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

(

総
務
部
総
務
課
課
長
補
佐)

中
野
辰
一
▼
民
生
部
健

康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
健
康
づ
く
り
係
長(

総
務
部
人
権
推
進
課
男
女

共
同
参
画
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係
長)

北
原

美
鈴
▼
民
生
部
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
室
次
長
兼
高

齢
者
福
祉
係
長(

生
涯
学
習
課
公
民
館
係
長)

梅
寿
▼

民
生
部
環
境
保
全
課
課
長
補
佐
兼
清
掃
事
務
所
長
兼

事
業
係
長(

民
生
部
環
境
保
全
課
課
長
補
佐
兼
環
境

係
長)

杉
園
俊
二
▼
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
課
長

補
佐(

水
道
局
事
務
次
長)

光
沖
佳
実
▼
産
業
建
設
部

施
設
建
設
課
技
術
次
長(

産
業
建
設
部
施
設
建
設
課

技
術
次
長
兼
施
設
建
設
係
長)

大
庭
誠
司
▼
産
業
建

設
部
施
設
建
設
課
技
術
次
長
兼
施
設
管
理
係
長(

産

業
建
設
部
施
設
建
設
課
施
設
管
理
係
長)

八
尋
正
好

▼
産
業
建
設
部
施
設
建
設
課
課
長
補
佐
兼
建
築
指
導

係
長(

産
業
建
設
部
農
政
課
課
長
補
佐
兼
農
政
水
産

係
長)

金
丸
晴
樹
▼
産
業
建
設
部
農
政
課
課
長
補
佐

兼
農
政
水
産
係
長(

総
務
部
財
政
課
工
事
検
査
室
契

約
係
長)

松
下
徹
▼
会
計
課
課
長
補
佐(

民
生
部
健
康

福
祉
課
介
護
保
険
室
次
長)

井
上
裕
之
▼
水
道
局
事

務
次
長(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
情
報
政
策
室
課
長

補
佐)

佐
野
正
幸
▼
学
校
教
育
課
課
長
補
佐(

学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
・
施
設
係
長)

恵
良
四

雄
▼
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
給
食
係
長(

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
係
長)

白
石
信
治
▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐(

総
務
部
税
務

課
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長)

井
本
博
樹
▼
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館
長(

生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
・
同
和
教
育
係
長)

今
屋

厚
志
▼
土
地
開
発
公
社
常
務
理
事(

産
業
建
設
部
施

設
建
設
課
課
長
補
佐)

来
宝
一
彦
▼
総
務
部
秘
書
課

秘
書
係
長(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
情
報
政
策
室
お

し
ら
せ
係
長)

小
野
剛
史
▼
総
務
部
総
合
政
策
課
ま

ち
づ
く
り
係
長(

産
業
建
設
部
施
設
建
設
課
庶
務
係

長)
長
尾
泰
裕
▼
総
務
部
総
合
政
策
課
観
光
係
長(

産

業
建
設
部
都
市
整
備
課
商
工
観
光
係
長)

笠
本
祐
司

▼
総
務
部
総
合
政
策
課
情
報
政
策
室
お
し
ら
せ
係
長

(

民
生
部
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
主
査)

川
崎
千
歳

▼
総
務
部
財
政
課
財
務
係
長(

議
会
事
務
局
議
事
係

長)

片
山
巧
▼
総
務
部
財
政
課
工
事
検
査
室
契
約
係

長(

総
務
部
財
政
課
工
事
検
査
室
契
約
係
主
査)

沖
永

満
▼
総
務
部
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長(

総
務
部
財

役
場
の
人
事
異
動

（
平
成
19
年
４
月
１
日
付
　
係
長
以
上
）

秘書課 

総務課 

総合政策課 

財政課 

税務課 

人権男女共同参画課 

都市整備課 

空港・企業立地推進室 

施設建設課 

下水道課 

農政課 

秘書係 

総合政策係 
まちづくり係 
観光係 

人権推進係 

男女共同参画係 

都市計画係 
市街地整備係 

土地区画整理係 

空港みらい係 

商工・企業立地係 

総務部 

産業建設部 

機
構
改
革
で
観
光
係
、
土
地
区
画
整
理
係
を
新
設
　

４
月
１
日
よ
り
、
役
場
の
機
構
が
一
部
変

わ
り
ま
し
た
。

●
町
長
公
室
が
廃
止
さ
れ
、
公
室
内
の
「
総

合
政
策
課
」（
情
報
政
策
室
）
を
総
務
部
に

編
入
す
る
と
と
も
に
、
課
内
に
「
観
光
係
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
課
内
の
秘
書
係

が
独
立
し
て
「
秘
書
課
」
に
な
り
ま
し
た
。

●
人
権
推
進
課
内
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進

室
」
と
「
同
和
対
策
係
」
を
廃
止
し
、
課
名

を
「
人
権
男
女
共
同
参
画
課
」
に
変
更
し
ま

し
た
。

●
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
内
に
「
土
地
区

画
整
理
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
商
工
観
光
係
」
を
廃
止
し
、
商
工
部
門
が

「
空
港
・
企
業
立
地
推
進
室
」（
企
業
立
地
係

を
「
商
工
・
企
業
立
地
係
」
に
変
更
）
に
、

観
光
部
門
が
総
務
部
総
合
政
策
課
に
移
り
ま

し
た
。

※
配
置
、
電
話
番
号
等
、
詳
細
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
退
職
（
３
月
31
日
付
）
係
長
以
上

▼(

町
長
公
室
長)

後
藤
雅
博
▼(

消
防
長)

三
溝
博
▼

(

総
務
部
税
務
課
長)

福
島
均
▼(

消
防
署
長
兼
消
防

本
部
警
防
課
長)

定
村
衛
▼(

教
育
次
長
兼
学
校
教
育

課
長)

岡
田
利
定
▼(

消
防
本
部
予
防
課
長)

長
田

知

員
▼(

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長)

山
下
政
治

政
課
財
務
係
長)

近
藤
哲
也
▼
総
務
部
税
務
課
徴
収

対
策
室
収
納
係
長(

産
業
建
設
部
施
設
建
設
課
建
築

指
導
係
長)

小
島
卓
▼
総
務
部
税
務
課
徴
収
対
策
室

管
理
係
長(

総
務
部
税
務
課
徴
収
対
策
室
収
納
係
長)

国
田
洋
二
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権

推
進
係
長(

総
務
部
人
権
推
進
課
同
和
対
策
係
長)

足

立
政
道
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
男
女
共

同
参
画
係
長(

民
生
部
住
民
課
住
民
・
年
金
係
長)

三

溝
綾
美
▼
民
生
部
環
境
保
全
課
廃
棄
物
対
策
係
長

(

総
務
部
税
務
課
徴
収
対
策
室
管
理
係
長)

岡
田
国
直

▼
民
生
部
環
境
保
全
課
環
境
係
長(

民
生
部
環
境
保

全
課
清
掃
事
務
所
事
業
係
長)

大
村
文
生
▼
産
業
建

設
部
都
市
整
備
課
土
地
区
画
整
理
係
長(

総
務
部
財

政
課
工
事
検
査
室
契
約
係)

田
口
和
幸
▼
産
業
建
設

部
都
市
整
備
課
空
港
・
企
業
立
地
推
進
室
空
港
み

ら
い
係
長(

産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
空
港
・
企
業

立
地
推
進
室
空
港
み
ら
い
係
主
査)

沖
永
徳
浩
▼
産

業
建
設
部
都
市
整
備
課
空
港
・
企
業
立
地
推
進
室

商
工
・
企
業
立
地
係
長(

産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

空
港
・
企
業
立
地
推
進
室
企
業
立
地
係
長)

藤
河
幸

利
▼
産
業
建
設
部
施
設
建
設
課
庶
務
係
長(

産
業
建

設
部
都
市
整
備
課
空
港
・
企
業
立
地
推
進
室
空
港

み
ら
い
係
長)

有
門
浩
▼
産
業
建
設
部
施
設
建
設
課

施
設
建
設
係
長(

産
業
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長)

村
上
和
敏
▼
産
業
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長(

水

道
局
工
務
係
主
査)

出
口
謙
一
▼
議
会
事
務
局
庶
務

係
長(

町
長
公
室
総
合
政
策
課
秘
書
係
長)

江
島
俊
作

▼
議
会
事
務
局
議
事
係
長(

町
長
公
室
総
合
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
係
主
査)

伊
森
昭
浩
▼
学
校
教
育
課
学

校
教
育
・
施
設
係
長(

民
生
部
環
境
保
全
課
廃
棄
物

対
策
係
長)

松
本
正
幸
▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

長(

総
務
部
人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
長)

松
本
和
寛

▼
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
長(

民
生
部
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
室
高
齢
者
福
祉
係
長)

金
谷
清
志
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地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
震

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い

て
行
動
で
き
る
よ
う
、
正
し
い
心
構
え
を
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
、

普
段
か
ら
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
家
族
が
あ
わ
て
ず
に

行
動
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

・
救
急
医
療
品
や
火
気
な
ど
の
点
検

・
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
で
あ
る
か

・
避
難
す
る
場
合
、
誰
が
何
を
持
ち
出
す
か

・
非
常
持
出
袋
に
は
何
を
入
れ
、
ど
こ
に
置
い
て
お
く
か

・
家
族
間
の
連
絡
方
法
と
落
ち
合
う
場
所
は
ど
こ
に
す
る

か
・
昼
の
場
合
、
夜
の
場
合
の
違
い
は
ど
う
す
る
か

非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

○
避
難
が
必
要
な
場
合
、
避
難
場

所
で
の
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
準
備
し
、
ま
た
、
け
が
を
し
た

と
き
に
応
急
手
当
で
き
る
よ
う
応

急
医
療
品
な
ど
も
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
や
デ
イ
パ
ッ
ク
な
ど
背
中
に
背

負
え
る
も
の
に
入
れ
て
、
い
つ
で

も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

印
鑑
、
預
金
通
帳
、
懐
中
電
灯
、

ロ
ウ
ソ
ク
、
手
袋
、
水
、
携
帯
ラ

ジ
オ
、
現
金
、
ラ
イ
タ
ー
、
ナ
イ

フ
、
非
常
用
食
品
、
缶
切
り
、
救

急
医
療
品
、
衣
類
、
予
備
の
電
池

な
ど

※
乳
児
が
い
る
場
合
は
、
ミ
ル
ク
、

ほ
乳
瓶
、
紙
お
む
つ
な
ど

★
非
常
持
出
袋
の
目
安

目
安
と
し
て
、
男
性
で
15
㎏
以

下
、
女
性
で
10
㎏
以
下
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
の
地
震
発
生
に
備
え
、
寝

室
に
懐
中
電
灯
や
、
床
に
飛
散
し

た
ガ
ラ
ス
に
よ
る
け
が
を
防
ぐ
た

め
に
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
や
運
動
靴

な
ど
を
用
意
し
て
お
く
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。

火
災
に
備
え
、
消
火
器
な
ど

を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
万
一
の
出
火
に
備
え
、
消
火
器

や
消
火
用
バ
ケ
ツ
な
ど
を
す
ぐ
に

使
え
る
場
所
に
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
風
呂
の
水
は
常

に
た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
確
実

に
消
火
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら

防
火
訓
練
や
防
災
訓
練
に
参
加

し
、
消
火
器
の
使
い
方
に
な
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
や
落
下
物
で
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
備
え
ま
し

ょ
う

○
冷
蔵
庫
や
家
具
な
ど
の
転
倒
で

け
が
を
し
な
い
よ
う
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
販
売
さ
れ
て
い
る
固

定
金
具
等
で
転
倒
防
止
の
措
置
を

講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
重
量
の
あ

る
照
明
器
具
は
確
実
に
固
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
重
い
物
や
硬
い
物
は
棚
や
家
具

の
上
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
、
ベ
ラ

ン
ダ
な
ど
の
安
全
点
検
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
な
ど
が
転

倒
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。
傾
い

て
い
な
い
か
、
ひ
び
が
入
っ
て
い

な
い
か
、
鉄
筋
が
き
ち
ん
と
入
っ

て
い
る
か
な
ど
、
工
事
業
者
等
と

相
談
し
て
点
検
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
補
強
工
事
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
ベ
ラ
ン
ダ
や
看
板
な
ど
、
地
震

に
よ
り
落
下
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
金
具
が
錆
び
て
い
な
い

か
、
強
度
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
、
施
工
業
者
と
相
談

し
て
点
検
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
補

強
工
事
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地震
そのときの、10のポイント

１　グラッときたら身の安全
２　すばやい消火、火の始末
３　窓や戸を開け、出口を確保
４　落下物、あわてて外に飛び出さない
５　ガラスの破片に気をつけよう
６　協力しあって救出・救護
７　門や塀には近寄らない
８　確かめ合おう、我が家の安全、隣り
の安否

９　避難の前に安全確認、電気・ガス
10 正しい情報、確かな行動

能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
の
受
付
に
つ
い
て

義
援
金
箱
の
設
置

★
役
場
庁
舎
（
受
付
設
置
）

★
北
公
民
館

★
中
央
公
民
館

★
総
合
体
育
館

★
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
）

★
総
合
福
祉
会
館

★
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
セ
ン
タ
ー

★
西
部
公
民
館

★
図
書
館

★
三
原
文
化
会
館

（
注
）
物
資
の
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

募
集
期
間

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

に対する備えは大丈夫ですか？地震地震
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■
負
担
金
の
賦
課

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
供
用
開

始
の
公
示
が
さ
れ
る
と
、
そ
の
区
域
内
の
土

地
の
所
有
者
（
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上

権
、
質
権
等
の
権
利
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

権
利
者
）
に
対
し
て
受
益
者
負
担
金
が
賦
課

さ
れ
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の
賦
課
は
一
度
限
り
で

す
。

■
負
担
金
の
額

所
有
し
て
い
る
土
地
の
広
さ
１
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
６
０
０
円
で
す
。

例
え
ば
、
50
坪
（
１
６
５
・
２
８
平
方
メ

ー
ト
ル
）
の
土
地
な
ら
９
万
９
１
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

■
負
担
金
の
納
付
方
法

20
回
（
１
年
に
４
回
の
５
年
間
）
に
分
け

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
額
ま
た
は
年
額
を
一
括
で
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
一
括
納
付
報

奨
金
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
負
担
金
の
納
付
時
期

第
１
期
分
（
７
月
）

第
２
期
分
（
９
月
）

第
３
期
分
（
12
月
）

第
４
期
分
（
２
月
）

■
一
括
納
付
報
奨
金
制
度

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
る
の
は
、
第
１
期
の

納
期
限
内
に
一
括
し
て
納
め
る
場
合
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
２
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

未
納
が
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

○
初
年
度
の
第
１
期
に
全
額
を
一
括
納
付
す

る
場
合
・
・
・
・
報
奨
率
20
％

○
２
年
目
の
第
１
期
に
残
額
を
一
括
納
付
す

る
場
合
・
・
・
・
・
報
奨
率
16
％

下水道課からのお知らせ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

排
水
設
備
、
水
洗
化
工
事
に
つ
い
て

下水道を正しく使いましょう

下水道が正しく使用されなければ、施設に損
害を与え、施設の寿命を縮めることにもなりま
す。維持管理費の無駄遣いとなり、使用料の値
上げにもつながります。また、処罰の対象とな
る場合もあります。
下水道ができたからといって、何でも流せる
ということではありません。下水道はみんなの
大切な財産です。下水道を使う一人ひとりがル
ールを守って正しく使いましょう。

■台所では
野菜くずやご飯の
残り、天ぷら油やサ
ラダ油などの食用廃
油を流さないように
しましょう。

■トイレでは
トイレットペーパ
ー以外の紙、異物な
どを流さないように
しましょう。

■排水口には
洗面、浴室などの
排水口には、大きなものが流れ込まないように、
必ず網か格子をつけましょう。

■洗濯には
合成洗剤に含まれているリンは、浄化センター
で処理しても取り除くことが困難です。無リン
洗剤を使うように心がけましょう。

○
３
年
目
の
第
１
期
に
残
額
を
一
括
納
付
す

る
場
合
・
・
・
・
・
報
奨
率
14
％

○
４
年
目
の
第
１
期
に
残
額
を
一
括
納
付
す

る
場
合
・
・
・
・
・
報
奨
率
12
％

○
各
年
度
の
第
１
期
に
、
そ
の
年
度
分
を
一

括
納
付
す
る
場
合
・
・
・
・
・
報
奨
率
６
％

■
工
事
は
お
早
め
に

３
年
以
内
に
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
工

事
の
申
請
を
し
な
い
と
、
次
の
制
度
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
つ
な
ぎ

込
み
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
水
洗
化
工
事
の
助
成
制
度

○
汲
み
取
り
便
所
の
大
便
器
取
替
１
個
に
つ

き
１
件
　
１
万
円

○
浄
化
槽
接
続
工
事
１
件
　
１
万
円

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

１
世
帯
当
た
り

○
融
資
額
　
10
万
円
以
上
50
万
円
以
内

（
１
万
円
単
位
）

※
た
だ
し
、
工
事
費
の
範
囲
内

○
借
入
額
を
完
済
し
た
場
合
に
は
、
支
払
い

利
子
に
対
し
て
１
０
０
％
分
の
利
子
補
給
を

し
ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
他

の
生
活
排
水
を
含
め
、
直
接
公
共
下
水
道
へ

流
し
て
く
だ
さ
い
。

■
工
事
は
町
指
定
工
事
店
で

排
水
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９
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1. （有）沖永衛生社 

14.　マルヰガス行橋（株） 

27. （有）安村鉄工所 

3. （株）リモデルテクノ行橋営業所 

〒800-0323

〒824-0033

〒800-0303

〒824-0001

苅田町大字与原2123ー1

行橋市行事5－10ー17

行橋市北泉5丁目9-12

苅田町大字松山1244

Tel　093－436－2236

Tel　0930－22－2121

Tel　093－436－0877

Tel　0930－25－6663

15. （株）奥村商会 

28.　草之實産業（株） 

〒824-0026

〒800-0352

行橋市大字道場寺1432-1

苅田町富久町2丁目35-20

Tel　0930－22－2499

Tel　093－436－3975

16.　ハシガミ電器 

29. （有）松蔭産業苅田支店 

〒824-0042

〒800-0337

行橋市大字寺畔字川田398-3

苅田町大字稲光1333-1

Tel　0930－22－4128

Tel　0930－24－5335

4. （株）増田設備工業 

17. （有）東洋プラント 

〒800-0226

〒811-2501

北九州市小倉南区田原新町 1丁目12-10

粕屋郡久山町大字久原2231-4

Tel　093－472－3066

Tel　092－976－0233

5.　泉産業 

18. （有）はるだや産業 

31.　朝日プロパン（有） 

〒800-0361

〒800-0353

〒824-0032

苅田町神田町1丁目16－8

苅田町尾倉3402-1

行橋市南大橋4丁目13-8

Tel　093－434－0459

Tel　093－434－6560

Tel　0930－22－0425

6.　すえまつ興産（株） 

19. （有）奥畑設備 

32.　広　工 

〒824-0001

〒824-0004

〒800-0222

行橋市行事7丁目24-35

行橋市金屋456-4

北九州市小倉南区中曽根4-14-1

Tel　0930－22－1407

Tel　0930－22－0106

Tel　093－472－7777

7. （有）石川建設 

20. （有）吉本工務店 

33. （株）共和建設 

〒800-0366

〒804-0082

〒800-0352

苅田町大字雨窪566-2

北九州市戸畑区新池3丁目2-4

苅田町富久町1丁目5-1

Tel　093－436－0742

Tel　093－882－0460

Tel　093－436－6237

8.　風間工務店 

21. （株）純　友 

35. （株）森若工務店 

〒800-0351

〒800-0302

〒800-0323

苅田町京町1丁目20－1

苅田町若久町1丁目7-7

苅田町大字与原1814-5

Tel　093－436－0017

Tel　093－434－3997

Tel　0930－23－3562

9.　大竹工業（株） 

22. （株）大池組行橋支店 

36. （株）北九州設備 

〒800-0361

〒824-0005

〒802-0011

苅田町神田町1丁目12-1

行橋市中央1-2-10

北九州市小倉北区重住3丁目3-22

Tel　093－434－3260

Tel　0930－24－7578

Tel　093－931－2361

10.　（有）雄志総合設備 

23.　山本土木 

37.　宮西設備（株） 

〒824-0077

〒800-0313

〒824-0005

行橋市大字入覚1458-1

苅田町磯浜町1丁目22-1

行橋市中央1丁目10-18

Tel　0930－26－3250

Tel　093－434－3775

Tel　0930－23－1634

41. （株）中谷組 
〒800-0343
苅田町大字上片島1394-2
Tel　0930－22－2398

12. （有）古井設備 

25. （有）苅田衛生社 

43.　小倉設備工業（株） 

〒800-0312

〒800-0352

〒802-0085

苅田町殿川町1-42

苅田町富久町２丁目5-4

北九州市小倉北区吉野町7-21

Tel　093－434－1210

Tel　093－434－4531

Tel　093－931－3816

13.　凡申産業（有） 

26. （有）坪井設備 

〒800-0353

〒800-0351

苅田町大字尾倉3402-6

苅田町京町2丁目15-3

Tel　093－434－6550

Tel　093－434－1820

苅田町下水道排水設備指定工事店 

53. （有）菖蒲商会門司営業所 

55.（株）周防灘ビルサービス 

〒800-0115

〒824-0032

北九州市門司区新門司2-9-3

行橋市南大橋2丁目3-8

Tel　093－483－3335

Tel　0930－22－7988

56.（有）中西工務店 

59.（株）森工業 

〒800-0224

〒800-0344

北九州市小倉南区東貫2丁目19-2

苅田町新津3-8-5

Tel　093－471－0661

Tel　0930－22－4154

45.  総合洗管（株） 

48.（株）葵設備工業 

〒802-0023

〒800-0226

北九州市小倉北区下富野2丁目10-16

北九州市小倉南区長野1-19-3

Tel　093－511－6591

Tel　093－473－5802

39. （株）山和工務店苅田営業所 

46.  毛利設備工業 

49.（株）明光設備工業 

〒800-0302

〒800-0353

〒803-0836

苅田町若久町2丁目8-13

苅田町小波瀬１丁目6-3

北九州市小倉北区中井3丁目8-17

Tel　093－436－2296

Tel　0930－25－2900

Tel　093－561－6577

47. （有）杉寿設備 

〒800-0352

〒802-0838

苅田町富久町2丁目33-6

北九州市小倉南区石田町14-29

Tel　093－434－5918

Tel　093－962－8804

42.  吉田設備工業 

60.（有）能方設備 
〒824-0035
行橋市東泉4丁目21ー19
Tel  0930ー23ー3068

〒804-0081
61. 高崎設備（株） 

北九州市戸畑区千防１丁目4番33号 
Tel　093ー882ー1375

62. （株）マツモト 
〒800-0315
苅田町港町21番地5
Tel　093ー434ー5239

64. ウエダ 
〒824-0018
行橋市大字今井2490番地8
Tel　0930ー24－0850

65. 河津工業（株） 
〒800-0313
苅田町磯浜町1丁目18番地10
Tel　093ー434ー1888

66.（有）山口興産 
〒800-0207
北九州市小倉南区沼緑町4丁目9番23号 
Tel　093ー436ー5113

67.（株）永末組 
〒822-1212
田川郡福智町弁城2901
Tel　0947ー22ー0387

69.（有）ナカマ 
〒800-0353
苅田町大字尾倉2936番地3
Tel　093ー436ー0835

71.（有）i・プランニング 
〒800-0314
苅田町幸町1番地5
Tel　093ー435ー1884

72.　津田工業 
〒800-0351
苅田町京町2丁目19番地6
Tel　093ー436ー0420

73.（株）みやけ商会 
〒824-0062
行橋市大字下津熊1050
Tel　0930ー22ー1633

74.（有）永幸設備 
〒824-0015
行橋市大字元永字新開777ー3
Tel　0930ー22ー6240

75.（有）京都シントク 
〒800-0353
苅田町大字尾倉1ー11－16
Tel　093ー434ー1586

76.（株）山実工業 
〒803-0268
北九州市小倉南区大字高津尾579ー1
Tel　093ー451ー6464

77.（株）本多設備工業 
〒802-0816
北九州市小倉南区若園1ー2－20
Tel　093ー921ー7777

78.（株）誠建設 
〒800-0323
苅田町大字与原752ー2
Tel　0930ー22ー0814

79.　アーム管工 
〒824-0018
行橋市大字今井2526ー8
Tel　0930ー25ー8132

80.（有）行橋玄洋社 
〒824-0058
行橋市大字長木字一丁田1273
Tel　0930ー24ー6488

81.（有）大弥水道工業所 
〒805-0025
北九州市八幡東区中尾3ー7－8
Tel　093ー651ー0279

82.　曽我設備 
〒820-0203
嘉麻市大字平113ー1
Tel　0948ー42ー6478

83.（有）庄野工業 
〒800-0314
苅田町幸町9ー21
Tel　093ー436ー3194

70.  上田建設 
〒800-0353
苅田町大字尾倉3413番地3
Tel　093ー434ー1874

平成19年4月1日現在 
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下水道課からのお知らせ

ようになった区域です
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新たに下水道が使える
平成19年4月から

■に塗った部分が新たに下水道が使える区域
■に塗った部分は既に使える区域

くわしくは、
下水道課（TEL093・434・1829）にお問い合わせ
ください。
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苅田まちづくりカレッジ
公開講座

庶民たちの改革パワー『江戸時代は凄い時代だった。』
－　出版文化から見た「改革の時代」 －

江戸時代というと、今とは全然違う「昔」であったように思いがちだが、実はそうではない。
江戸時代の初期から前期にかけては、小資本の庶民たちが様々な文化を自らになうようになった。

出版文化なども、そういう意味で、江戸のはじめに改革に改革を重ねて、近代的な出版文化が立ち上
ってきたのである。その庶民たちの改革パワーを、実際の書物などを例にお話ししたい。

林
はやし

望
のぞむ

1949年生。作家・書誌学者。慶應
義塾大学院博士課程修了。ケンブリッジ大学客員教授、東京
藝術大学助教授等を歴任。「イギリスはおいしい」で日本エ
ッセイストクラブ賞、「ケンブリッジ大学所蔵和漢古書総合
目録」で国際交流奨励賞、「林望のイギリス観察辞典」で講
談社エッセイ賞を受賞。エッセイ、小説の他、歌曲等の詩作、
能楽、自動車評論等、著書多数。最新刊「すらすら読める土
佐日記」、「帰宅の時代」。 http://i.am/rymbow 

■西部公民館
※申込・問い合わせ　　TEL0930・23・8100

はじめての野菜づくり講座
公民館付近の畑を借りて野菜をつくります。 一人（一組）

あたり約15㎡の畑にトマト、きゅうり、なす等を栽培します。
講師は地元の園芸家が土づくりから教えてくれます
★回数　15回　（月2～3回）

第１回目　4月27日（金） 午前10時～12時
★定員　15人（組）
★材料費　肥料・苗代として2,000円程度かかります

★申込受付　　4月16日（月）午前8時30分～

■北公民館
※申込・問い合わせ　　TEL093・434・9000
※定員になり次第締め切ります。
※女性専科のみ応募者多数の為、窓口のみ受付。他講座は、

電話受付ＯＫです。

陶芸講座（初心者対象）
★日時　5月10日～　毎週木曜日　午後1時～4時（20回）
★講師　古賀　賢治さん（唐津焼・古賢窯）
★対象　町内在住在職者　★定員　16人
★持参品　エプロン､手拭き、筆記用具
★材料代　毎月2,000円程度（道具代は別）

★申込受付　4月16日（月）午前9時～　　

男性専科
★日時　5月23日（水）開講式　午後1時30分～（10回）
※6月以降は　第4水曜日　午後1時30分～3時30分
★対象　　成人男性　新規の方大歓迎！　★定員　30人

★申込受付　4月16日（月）午前8時30分～

女性専科 ※応募者多数の為、窓口のみ受付

★日時　5月23日（水）開講式　午後1時30分～（10回）
※6月以降は第2水曜日　午後1時30分～3時30分
★対象　成人女性　新規の方大歓迎！　★定員　40人
★申込受付　4月18日（水）午前9時～

■小波瀬コミュニティセンター
※申込・問い合わせ　　TEL0930・23・1000

※定員になり次第締め切ります。

男の美学Ⅲ　「男のウォーキングエアロ」
最近ポッコリお腹が気になる方、もしやメタボリック症候

群では？とお悩みのアナタ、エアロビクスに挑戦してみませ
んか。ウォーキングを中心に初めての方でも楽しめる内容で
す。理由はともあれ　男性の男性による男性のための講座で
す。
★日時　5月16日・30日、6月6日・20日、7月4日・18
日、8月1日・29日　午前10時～11時30分　　
★講師　(株)CPC 吉田　由里子さん
★募集定員　　20人　（男性）
★持ってくるもの　体操のできる服装と運動靴、タオル

★申込受付　4月20日（金）午前8時30分～

小波瀬シニアセミナー
★日時　5月24日、6月28日、7月26日、9月27日、
10月25日、11月22日　午後1時30分～3時30分（全6回）
★募集定員　40人（65歳以上の男女）
★初回講師　吉廣　泰英さん（松山寺　住職）

★申込受付　4月24日（火）午前8時30分～

小波瀬レディースセミナー
★日時　5月15日、6月19日、7月17日、9月18日、10月
16日、11月20日　午後1時30分～3時30分（全6回）
★募集定員　40人　（女性）
★初回講師　内田　美智子さん（内田産婦人科医院）
★申込受付　4月17日（火）午前8時30分～

無料・どなたでも聴講できます
★日時　4月21日（土） 午前10時～
★場所　苅田町立中央公民館　第5研修室
★講師　苅田まちづくりカレッジ名誉学長

林 望　 (通称リンボウ先生)
★問い合わせ先　中央公民館　TEL093・436・0061
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フリーマーケット出店者募集
★日時　5月12日（土）・13日（日）

午前10時～午後4時 （雨天中止）
★場所　図書館パティオ（土日各9区画）
★応募期間　4月20日（金）～27日（金）
★抽選日　4月28日（土）午前10時30分～　

図書館AVホールにて
★参加資格　図書館利用券（申込者本人のもの）が必
要です。個人でもグループでも可。
★申込方法　図書館本館に直接来館してお申し込みく
ださい。出店料は無料です。
※出店日および区画は、抽選により当選された方から
順に選んでいただきます。
※申込多数の場合は、抽選により参加できないことが
ございますので、予めご了承下さい。

「親子でもっと使える！パソコン」受講者募集
★日時　5月12日（土）

午前の部 10時～12時　午後の部 1時～3時
★場所　図書館パソコンコーナー
★応募期間　4月20日（金）～27日（金）
★参加資格　図書館利用券をお持ちの小学校3年生～6
年生。お子様1名に大人1名で1組とします。親子はも
ちろん、祖父母でも可。
★定員　午前・午後　各8組
★講師　森口睦子さん
★内容　パソコンが苦手、と思っていらっしゃる親子

さん対象です。操作方法やインターネットの便利な使
い方など、実習を通して楽しく学びましょう。
★申込方法　図書館本館に直接来館してお申込くださ
い。申込多数の場合、こちらで抽選にて受講者を決定
しますので、予めご了承下さい。受講の可否は4月30
日（月）までにお知らせいたします。 受講料は無料
です。

「こんなにアツイ！能のリズム！
～大鼓を鳴らしてみよう～」

ワークショップ参加者募集
★日時　5月8日（火）午後2時～（1時間半程度）
★場所　図書館AVホール
★講師　白坂保行さん（能楽師）
★内容　プロの能楽師による
大鼓（おおつづみ）をつかった
トーク＆ライブ
★申込方法　4月10日（火）
より図書館（本館・分館）に
て受付（当日申込も可）
※興味のある方はお気軽にお
申込ください。

☆「図書館まつり」は次号にてお知らせいたします。

第17回　図書館まつり（5月8日（火）～13日（日））参加者募集

★日時　4月22日（日）午後2時～
★場所　図書館ＡＶホール
★内容　大型えほん、パネルシアター、ゲームなど楽しい

催しがたくさん！

■苅田町立図書館からのお知らせ
★4月30日（月）は祝日開館をしています。
★休館日に本を返却される方は入り口横の本のポストを
ご利用ください。（ＡＶ資料は除く）

★木曜日と金曜日は午後8時までご利用できます。
★問い合わせ先　
苅田町立図書館　　TEL093・436・0946

春季卓球大会
★日時　5月13日(日)

受付　午前8時30分　　開会　9時
★会場　苅田町総合体育館
★種目　一般男女Ａ，Ｂ，Ｃ級シングルス及び

団体戦（3人3単）
★参加資格　原則として苅田町在住在職
★申込締切　4月26日（木）午後5時まで
★申込・問い合わせ先
体育協会事務局　TEL093・434・4726

スポーツ情報■子ども読書の日おはなしタイム・スペシャル
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ず
受
付
致
し
ま
す
）

★
受
付
場
所
　
役
場
２
階
ロ
ビ
ー

★
内
容
　
２
０
０
ml
献
血
、

４
０
０
ml
献
血

★
問
い
合
わ
せ
先
　

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

健
康
講
座
受
講
生
募
集
①

第
１
回
　
テ
ー
マ

ハ
（
歯
）
ロ
ー
　
ハ
（
歯
）
ッ
ピ
ー

い
き
い
き
ラ
イ
フ

素
敵
な
笑
顔
は
、
美
し
い
口
元

か
ら
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
歯
を

守
る
ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
み
つ
か
り

ま
す
。

★
日
時
　
４
月
26
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時
15
分

★
講
師
　
石
辺
歯
科
医
院
　
院
長
　

石
邊
　
節
雄
先
生

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
健
康
づ
く
り
係
　

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

妊
婦
さ
ん
、
産
婦
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
祖
父
母
の
方
な
ど
育
児
に

携
わ
る
方
の
た
め
の
教
室
で
す
。

（
予
約
が
必
要
で
す
。
当
日
受
付
可

で
す
。）

第
１
課
　
４
月
24
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
12
時

〇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
学

〇
妊
娠
中
の
栄
養
（
調
理
食
材
費

と
し
て
３
０
０
円
）

〇
出
産
前
後
の
母
子
保
健
制
度
　
　

第
２
課
　
５
月
12
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
12
時

〇
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴

〇
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

〇
産
後
の
保
健

〇
子
育
て
座
談
会

第
３
課
　
５
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〇
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
の
歯
の
お
話
」

〇
離
乳
食
講
座

子
育
て
講
演
会

６
月
13
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
12
時

○
母
乳
育
児
の
お
話

講
師：

大
野
母
乳
育
児
相
談
室

助
産
師
　
大
野
　
マ
ス
子
先
生
　
　

★
会
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

（
第
２
課
で
は
バ
ス
タ
オ
ル
か
ズ
ボ

ン
が
必
要
で
す
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
健
康
づ
く
り
係

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

日程

5月12日（土） 大熊公園

5月19日（土） パンジープラザ

5月26日（土） 西部公民館

時間
午前7時～8時30分

※4月から時間が変更になりました

内容
①健康ミニ講座
②ウォーキングや実技指導
③ストレッチ体操やリズム体操

問い
合わせ先

パンジープラザ（健康増進室）
TEL093・436・5115（内線270）

サタディウォーク参加者募集
参加者にはウォーキングマップを配布しています

5月の予定表

※第1土曜日は、祝日のためお休みします。

「互交会」定例会

苅田町のオストメイト（人工肛門を保有
している仲間）の会です。現在、毎月１回
集まってお互いに日常生活上の悩みや補装
具に関する新しい情報などを語り合ってい
ます。なお、今回の定例会には労災病院の
WOCの先生が来られます。気軽に一度覗い
てみて下さい。
★日時　4月20日（金）午前10時～12時
★場所　パンジープラザ　大研修室
★問い合わせ先　互交会 会長　北岡

TEL093・434・4286
健康福祉課　障害・社会福祉係

TEL093・434・1848

た
ま
ご
学
級
（
両
親
学
級
）

第
24
回
　
歯
の
健
康
フ
ェ
ア

★
日
時
　
６
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
内
容
　
ま
だ
ま
だ
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
・
歯
に
関
す
る
標
語
の

表
彰
、
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

「
ま
だ
ま
だ
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
応
募
に
つ
い
て

★
応
募
資
格
　
80
歳
以
上
で
自
分

の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

★
応
募
場
所
　

行
橋
市
・
京
都
郡
の
各
歯
科
医
院

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
（
歯
科
）

★
締
切
日
　
５
月
８
日(

火)

★
表
彰
式
　
６
月
３
日(

日)

「
歯
に
関
す
る
標
語
」
募
集

★
内
容
　
歯
の
健
康
に
関
す
る
も

の★
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
５

点
ま
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
お
書
き
下
さ
い
。

★
応
募
先
　
〒
８
２
４
・
０
０
３
１

行
橋
市
西
宮
市
５
丁
目
１
‐
５

京
都
歯
科
医
師
会
「
標
語
」
係

★
締
切
日
　
５
月
８
日(

火)

★
表
彰
式
　
６
月
３
日(

日)

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

京
都
歯
科
医
師
会
　

TEL
０
９
３
０
・
２
４
・
７
７
７
７
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①在宅・通所利用の場合、上限額を4分の1に
します。また、軽減対象範囲を拡大します。
（障害児も同様）

* 預貯金等の額が500万円以下

（家族と同居の場合は1,000万円以下）の場合　

** 収入が概ね600万円以下相当

○社福軽減と異なり、どの事業者を利用した場合でも、
利用者の負担能力に応じて軽減措置が受けられます。
事業者の方の持ち出しもなくなります。

②入所施設利用の場合、工賃が年間28.8万円
（これを超えた額の30％を含む。）まで手元に
残るよう徹底します。グループホーム・ケア
ホームでも同様の工賃控除を行います。

事業費18.6万円の場合の負担額（食費含む。）
食費58,000円／月とした場合（18歳未満）

※「働く」ことについてより一層インセンティブが
はたらくようにします。

★問い合わせ先
役場健康福祉課　障害・社会福祉係
TEL093・434・1848

今まで
特別対策

(19年4月1日～）

低所得１*
15,000円

（社会福祉法人軽減
7,500円）

3,750円

低所得２*

24,600円
（社会福祉法人軽減

12,300円
通所のみ7,500円）

6,150円
（通所のみ　
3,750円）

一般*
（所得割
10万円**未
満）

37,200円
（社会福祉法人軽減対

象外）

9,300円

障害者自立支援法の円滑施行のため、
平成19年4月より新たに特別対策が実施されます
特別対策ってどんなことをするの？

→利用者負担の更なる軽減措置を実施します。（平成20年度まで）

今まで

45,000円／月

19年4月1日～

19,600円／月

負担額が軽減されます

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か

つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
　

②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　

④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
　

関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

※
請
求
期
限
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
　
保
健
福
祉
部
国
保
・
援
護
課
　
　
　
　
　

TEL
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
９

又
は
　

苅
田
町
役
場
　
健
康
福
祉
課
障
害
・
社
会
福
祉
係
　

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
４
８

ま
で 戦

没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み

で
す
か
？

例

. . . . .
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コース名 講座期間 曜日・回数 受講料

ホームページ入門 4月23日～6月7日 月・木　12回 17,000円

Photoshopエレメント 4月18日～7月25日 水　14回 30,000円

マンション管理士・
管理業務主任者

5月21日～10月1日 月・木　34回 55,000円

北九州地区職業訓練協会(マイテク･センター北九州)
受講生募集

福岡県立高等学校の閉校に伴う卒業証明書等、諸証明書の発行について

★申込・問い合わせ先及び会場　マイテク･センター北九州　
TEL093・651・3775 http://www.mytec.ac.jp
※他講座も有ります。お気軽にお問い合わせください。

警察署窓口開設時間等変更のおしらせ

福岡県警察では、平成15年以降、街頭犯罪等抑止総合対策を
はじめとする治安再生に向けた各種取り組みを組織を挙げて行っ
ているところでありますが、事件・事故の発生実態により的確に
対応し、更に、県民のみなさんのライフスタイルの多様化を始め
とする社会情勢の変化に応じた勤務態勢を確立して、真に県民の
みなさんの期待に応える警察活動を推進するため、本年4月1日
から勤務時間の変更を行うこととし、それに伴い警察署窓口開設
時間を下記のとおり変更し、試行することとしました。
なお、運転免許試験場等一部の窓口業務にあっては従来どおり

の時間帯となっておりますのでよろしくお願いします。

警察署窓口開設時間
（変更前）午前8時30分から午後5時15分までの間

↓
（変更後）午前9時00分から午後6時00分までの間

八幡公証人合同役場の移転
のおしらせ

平成19年3月26日より、八幡公証人
合同役場は以下のとおり移転します。

旧役場所在地　
北九州市八幡東区中央二丁目4番
15号
↓

新役場所在地新役場所在地
北九州市八幡西区黒崎三丁目1番3号
菅原第一ビルディング3階
TEL093・644・1525
FAX093・644・1526

平成19年3月31日に閉校になる学校 4月以降の受付校

門司商業、大里高等学校 門司大翔館高等学校

浮羽、浮羽東高等学校 浮羽究真間高等学校

田川農林、田川工業、田川商業高等学校 田川科学技術高等学校

山田、嘉穂工業、嘉穂中央高等学校 嘉穂総合高等学校

県立高等学校の卒業生等が卒業証明書や成績証明書などの証明書を取得
する場合には、当該出身校に証明書の発行を申し込むことになります。し
かし下表の「平成19年3月31日をもって閉校となる学校」（10校）につ
いては、4月1日以降は「4月以降の受付校」が当該証明事務を行います。

★問い合わせ先
各受付校又は福岡教育庁高校教育課学事係（TEL092・643・3904）
※福岡県教育委員会HPの「閉校に伴う諸証明書の発行について」
→　　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/wbase.nsf/doc/shoumei.html

民暴特別相談日の開設

暴追センターでは、暴力追放相
談員と民事暴力担当の弁護士が待
機し、県民の皆様からの暴力団等
に関する困り事、悩み事の相談に
応じる「民暴特別相談日」を下記
のとおり開設いたします。
暴力団等から不当な要求や嫌が

らせがあったら、迷わず、恐れ
ず、お気軽にご相談下さい。相
談無料。秘密は厳守いたします。

★相談日　
毎月第1、第3水曜日
（休日、祝日を除く。）

午後1時30分～4時
※1月の相談日は16日のみ
★相談方法　面接、電話、メール
★主催
(財)福岡県暴力追放運動推進センター
福岡県弁護士会民事暴力対策委員会
★相談先　
福岡県暴力追放運動推進センター
TEL092・651・8938
soudan@fukuoka-boutui.or.jp
福岡市博多区吉塚本町13番50号
福岡県吉塚合同庁舎5階
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募集区分
①2等陸海空士
★応募資格
18歳以上27歳未満の男子
★採用試験　5月12日（土）
★試験会場　城野分屯地
★入隊　本年、7月下旬
★初任給　157,500円

（衣、食、住負担なし）
②幹部候補生
★応募資格　26歳未満の男女
★採用試験　5月19日（土）
★試験会場　福岡経済大学
★①②問い合わせ先　
福岡地本築城地域事務所
TEL0930・56・1150
recruitl@fukuoka.plo.jda.go.jp

自衛官募集

訪問看護を行うために必要な知
識・技術の修得を目的とした講習
会を開催します。
★日程　6月5日（火）～8月7日（火）
までの間で28日間
★会場　ナースプラザ福岡
（福岡県看護教育研修センター）

（福岡市東区馬出4－285－1）
★受講資格
下記の2点をいずれも満たす者
①3年以上の看護の実務経験があ
ること
②これから訪問看護を始めようと
する者、または訪問看護に従事し
ている者
★募集人員　50人
★受講料　36,750円

（資料代含む）
★申込締切　5月15日（火）
★申込・問い合わせ先
福岡県看護協会福岡県ナースセンター
三牧　TEL092・714・5203

訪問看護師養成講習会

福岡県では、「看護の心をみんな
の心に」をテーマに、看護の心、
ケアの心を一人ひとりに分かち合
っていただくとともに21世紀の高
齢社会を担う若い世代にもその心
が受け継がれるよう「看護の日の
つどい」を開催します。
★日時　5月12日（土）
開場・各相談コーナー　12時～
式典・記念講演　午後1時～4時
★場所　ナースプラザ福岡
（福岡県看護教育研修センター）
★内容
○看護職員知事表彰
○ふれあい看護体験発表
JOY倶楽部（知的障害者のプロ

のミュージックアンサンブル）
○講演 「よく生き　よく笑い　よ
き死と出会う」
講師：アルフォンス・デーケン氏

（上智大学名誉教授）
★定員　約500人
★参加料　無料
★その他　健康相談、体脂肪測定、
AED体験等のコーナーや、看護師
になるための進路相談も開設して
います。
★問い合わせ先
福岡県保健福祉部医療指導課看護
指導係　TEL092・643・3276

福岡県看護の日のつどい 憲法週間無料法律相談

裁判所は5月1日～7日までの1
週間を「憲法週間」と定めていま
す。福岡県弁護士会もこの期間に
無料法律相談会を実施いたしま
す。

北九州部会　相談日
★日時　5月9日（水）
午前の部　9時30分～12時30分
午後の部　1時30分～4時30分
★会場　北九州弁護士会館
（北九州市小倉北区金田1-4-2
裁判所構内）
★定員　96人
★受付　電話予約制
北九州法律相談センターにて、4
月23日（月）午前9時から受付。
ただし定員になり次第締切。
(※受付電話番号：
093・561・0360）

★対象者　
・手話通訳に熱意を持ち、聴覚障
害者の福祉向上に主体的に取り組
める人
・概ね、手話講習会（基礎課程）
を修了した人で、福岡県手話通訳
認定試験または、厚生労働大臣公
認手話通訳士認定試験の受験を希
望している人
★定員　20人（定員になり次第
締め切ります）
★受講料　無料（但し、資料代実
費として10,000円必要です。）
※第9回一泊研修につきましては、
宿泊費等の一部個人負担がありま
す。

★日程・会場

2007年度手話通訳養成講座

第1回 5月12日

豊前市総合
福祉センター
2F研修室

第2回 5月26日

第3回 6月9日

第4回 6月23日

第5回 7月7日
豊前市障害者地
域生活支援セン
ター
「すずの家」

第6回 7月21日

第7回 8月4日

第8回 8月18日

第9回 9月1・2日 ※一泊研修

第10回 9月15日
「すずの家」

第11回 9月29日

※時間は第9回を除き、午前10時
～午後4時
※第9回の会場は、日本文理大学
湯布院研修所となります。
※講座内容等、詳細についてはお
問い合わせください。
★申込・問い合わせ先
京築手話通訳派遣センター　
（担当：豊福）
豊前市大字八屋2015-1
TEL／FAX0979・82・1590
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学生の方は、学生本人の前年の所得が118万円以
下の場合に、申請して認められると在学期間中の保険
料の納付が猶予されます。

学生納付特例の承認を受けた期間は？
○病気やケガで障害の状態となったときに支給される
障害基礎年金にも備えることができ、もしものときも
安心です。
○老齢基礎年金を受けるための資格期間に算入されま
すが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

手続きは？
年金手帳と学生証（在学証明書）を用意して、住民

票のある市区町村役場の国民年金担当窓口でおこなっ
てください。（手続きは毎年必要です）

納めるときは？
猶予された期間は、10年以内であれば、保険料を

さかのぼって納めること（追納）ができます。ただし、
2年度を過ぎて追納する場合は加算金がつきますの
で、ご注意ください。

★問い合わせ先
役場住民課住民・年金係　TEL093・434・1833

●水道メーターの検針にご協力ください
・メーターボックスの上に物を置かないようにしてく
ださい。
・犬はメーターボックスから離れた場所につないでく
ださい。
・ メーターボックス内に水や泥が入らないようにし
てください。
・水道メーターの検針は、使用水量を計るばかりでな
く、気がつかない水漏れを発見することもできます。

●漏水の発見方法
給水装置（水道管、蛇口等）が古くなると漏水の原

因になります。定期的に水道メーターを点検して、漏
水の早期発見に協力をお願いいたします。
家中の全部の蛇口を閉めて、パイロット（銀色のコ

マ）が回っていないか確認して下さい。回っていれば、
どこかで漏水している可能性があります。そのような
場合は水道局にご連
絡ください。

●水道メーターの
読み方
※図の指針は
1,234m 567リッ
トルを示しています。

★問い合わせ先
苅田町水道局　業務係　TEL093・434・1989

農地の区分
小作料の標準額
（10アールあたり）

備考

田
の
部

平坦地 15,000円
水稲　480kg
猪熊・木ノ元・牛島・岡崎・葛川の一部（農用地区域内）・稲光・山口・谷の一部
（県道苅田採銅所線より東側）･法正寺・黒添・鋤崎

準平坦
地

13,000円

水稲　460kg
与原・二崎・新津・葛川の一部(農用地区域外）・稲光上の一部（ほ場整備地域

内）・八田山の一部（農用地区域内）・谷の一部（県道苅田採銅所線より西側）・

浄土院の一部（ほ場整備地域内）

山間地 11,000円
水稲　440kg
稲光上の一部（ほ場整備地域外）・八田山の一部（農用地区域外）・北谷・本谷・
浄土院の一部（ほ場整備地域外）

畑の部 全域 5,000円 一般野菜

標準小作料が改定されました　　　問い合わせ先　苅田町農業委員会TEL093・434・1901
苅田町の標準小作料を次のとおり改訂いたしましたので、お知らせいたします。

★農地区分の地域範囲を示した農地区分図は、農業委員会に備え付けていますので、いつでも閲覧できます。
★改訂された標準小作料（小作料の標準額）は平成19年4月1日から適用されます。

苅田町からのおしらせ

学生の方は「学生納付特例」の申請を
忘れずに！

水道局よりお願い

3
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このコーナーは文化芸術、生涯学習、福祉、環境など、生活やまちづくりに役立つ、町民の
みなさんからの情報を掲載しています。ただし、特定の政治・宗教等団体の宣伝や、参加費が
高額な事業の紹介については掲載をお断りすることがあります。また、掲載内容についての話
し合いは当事者間で、自己責任で行ってください。町が仲介することはありません。

山野草展
★日時　4月20日（金）～22日（日）
★場所　苅田町立図書館
★主催　苅田緑草会

苅田町文化協会
★問い合わせ先　松岡隆行
TEL093・434・1685

ＥＭ肥料の作り方教室
ＥＭとは自然界に存在する多く

の微生物のうちで、生物にとって
有益な働きをする乳酸菌・酵母
菌・光合成菌など、７種類の善玉
菌を複合したものを言います。こ
のＥＭを使った肥料の作り方教室
を開催しますので、是非ご参加く
ださい。肥料は1週間程度で出来上
がります。
★日時　4月26日（木）午前10時～
★場所　ＥＭ配布場所（苅田町総
合体育館向かい側の倉庫）
★講師　上野愛治
★持参するもの　
発泡スチロールに入れた米ぬか
※米ぬかは2kgまで。発泡スチロ
ールは肥料を発酵させる容器とし
て使用します。
大きさは縦30cm×横50cm×

高さ20cm程度のものが適当です。
★材料費　350円程度
（ＥＭ、米ぬか、発砲スチロール以
外の材料費として）
★問い合わせ先　
ＥＭ友の会 上野
TEL093・436・0350

ウクレレ会員募集
みんなで楽しくウクレレを始め

てみませんか♪初めての方でも、
楽譜が読めなくても大丈夫。指を
使って脳を活性化させ、生き生き
した毎日を過ごしましょう。
★場所　西部公民館音楽室
★会費　3,500円（月2回）
★詳細問い合わせ先
林田　TEL093・436・0150

苅田町身体障害者福祉会から
のお知らせ
新会員を募集しています。苅田

町在住で身体障害者手帳をお持ち
の方。
会では年間を通していろいろな

もよおしをしています。皆さんぜ
ひ入会して下さい。
また、毎年6月には総会を行いま

す。今年は6月17日(日）パンジー
プラザにて。
★連絡先　片山
TEL093・436・3590

かんだ郷土史研究会　講演会

「小倉戦争とその記憶」
★日時　4月28日（土）午後2時～
★場所　苅田町立図書館AVホール
★講師　北九州市立いのちのたび　
博物館　学芸員　日比野利信氏
★聴講無料
★問い合わせ先　幸
TEL093・434・5824
※午後1時10分～総会を開催します。
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初心者絵画教室開催
★日時　5月1日～8月28日までの
毎週火曜日　午後1時～3時
★場所　苅田町北公民館
★対象　水彩・パステル・油絵等
の描き方を初歩から学びたい方
★講師　福谷英明氏
★会費　月額4,000円（画材代等）
★申込・問い合わせ先
北公民館絵画自主クラブ　北彩会
代表　長谷川ひろし
TEL093・436・1885

鯉のぼりは電線にふれないところで
もし電線にかかったときは、最寄りの九州電力にご連絡ください。
★連絡先　　九州電力行橋営業所　TEL0120・986・103
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すこ や か 写 真 館 
掲載希望者は、満１歳の誕生月の前月
25日までに、情報政策室おしらせ係へ
写真を持参または郵送してください。

平成18年4月生まれ

＊
編
集
後
記
＊

▼
発
行
日
直
前
に
な
っ
て
一
つ
の
記
事
が
ボ
ツ
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
苦
し
紛
れ
に
始
ま
っ
た
編
集
後
記
。「
あ
れ
、

読
ん
で
る
よ
」
と
多
く
の
人
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
調
子

に
乗
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
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月
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報
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だ
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た
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開
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最
後
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集
後
記
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て
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す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
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た
方
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情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
。

叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
た
方
。
す
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て
の
出
会
い
に
感
謝
し
ま

す
。
▼
私
と
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う
泡
沫
（
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）
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す
が
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二
十
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年
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流
と
す
る
「
広
報
か
ん
だ
」
と
い
う
川
は
大
海

を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
続
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
愛
読
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
思
い
出
は
、
水
面
の

花
筏
。（
Ｏ
）

▼
春
は
出
会
い
の
季
節
で
あ
り
、
別
れ
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

表
紙
の
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ン
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ん
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本
で
の
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活
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帰
国
さ
れ
ま
す
。
素
敵
な
思
い
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を
苅
田
町
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残
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
感
謝
。
ど
う
ぞ
お
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で
。
▼
広
報
か
ん
だ
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当

者
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月
か
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入
れ
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わ
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ま
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た
。
し
か
し
、
こ
の
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集
後

記
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つ
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か
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れ
人
気
コ
ー
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て
し
ま
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た
。
で
き
る
限
り
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け
て
い
き
た
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と
思
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…
。

こ
れ
か
ら
も
編
集
後
記
も
含
め
、
広
報
か
ん
だ
を
ご
愛
読
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ)

澤田　将光
まさみつ

くん（7日生）
父　篤仁さん　母　優子さん
（南原）

まーちゃん1歳のお誕生日おめ
でとう。毎日いろいろな発見が
あって楽しいね。たくさん遊ん
で大きくなろうね。

林田　唯一花
ゆいか

ちゃん（3日生）
父　昇さん　母　幸子さん
（下新津）

唯一花おたんじょうびおめでと
う。心身共に健やかで美しい女
性に成長して下さい。

久谷　一穂
いちほ

ちゃん（26日生）
父　隆幸さん　母　友里さん
（新津）

誕生日おめでとう！わんわん大
好きいっちゃん、いっぱいお散
歩して本物のわんわんと遊ぼう
ね。これからもすくすく元気に
育ってね。

渡邉　真穂
まほ

ちゃん（16日生）
父　恵次さん　母　正子さん
（与原）

♪Happy Birthday 真穂♪
元気にすくすく大きくなってね　
これからも、真穂の成長を見

守ってます☆パパ・ママ・ねぇ
ねより。

高橋　歩夢
あゆむ

くん（15日生）
父　健一さん　母　紀子さん
（新津）

アムくん1歳のお誕生日おめで
とう。いつもママの作った御飯
沢山食べてくれるね。ありがと
う　これからも元気にすくすく
育ってね

宮内　晴菜
はるな

ちゃん（15日生）
父　祐広さん　母　いずみさん
（与原）

はるちゃん、お誕生日おめでと
う　元気で優しい女の子になっ
てね　これからも、航祐兄ちゃ
んと仲良くね！！

等覚寺松会等覚寺松会
４月15日(日) 12時～４月15日(日) 12時～

4月15日は松会会場（白山多賀神社）への
一般車両の進入が規制されますので、自家用車
でおいでの方は西部公民館、白川小学校グラウ
ンド、片島のＪＡライスセンターの臨時駐車場
に車を停め、シャトルバスに乗ってください。
（午前9時から6台で各駐車場～山口～等覚寺～
谷入口～各駐車場のルートを随時運行します）
なお、当日、等覚寺までの道路は、一方通行

になります。（バスを含む）
※雨天の場合は白川小学校の臨時駐車場は使え
ません。係員の指示に従ってください。
※くわしくは、生涯学習課文化係
（TEL093・434・1982）へお問い合わせ
ください。

ギャラリー「白川の郷」
初夏はすぐそこ・・・新緑
に囲まれた苅田のおく座敷、
田舎色の春の風の中で友と語
り、笑い、憩うなど、いい出
会いをしてみませんか。手作
り仲間一同感謝をこめてお待
ちしています。
★日時　4月20日（金）・

21日（土）・22日（日）
午前10時～午後4時　※21日は餅つきをします。

★会場　ギャラリー白川の郷（苅田町大字黒添304番地）
★主な展示・即売品
パッチワーク、ちりめん小物、陶器、骨董、ビーズ、木工、
手作り小物、カレー、ぜんざい、コーヒー、美夜古紫（焼酎）、
餅、赤飯、白川米、新鮮野菜、我樂多市など
★問い合わせ先　代表者　田中宏子
TEL0930・24・2643 / TEL090・7292・4492

苅田病院 
JA稲光支所 

木村医院 
白川の郷 

黒添営農組合倉庫 

西部公民館 

等覚寺へは
シャトルバスで

臨時駐車場を
ご利用ください。


